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2020年度 世界ジュニア選手権大会 派遣選考内容 

 

１．選考対象大会  2020年度国際大会代表選手選考会 

２．派遣大会名  第 23回 FINA 世界ジュニア選手権大会 ウクライナ 

３．派遣期間   2020年 1１月２５日（水） ～ 12月８日（火） 

４．大会期間   2020年 1１月２９日（日） ～ 12月６日（日） 

５．事前強化合宿 後日決定   

６．選考方法 

選考対象競技会 選考方法及び選考基準 選考人数 

2020年度 

日本選手権 

（グループ A） 

（2020年 9月 25日～27日） 

世界ジュニア選手権グループ

B代表選手トライアル 

（2020年 9月 25日～27日） 

グループ A/B 選考対象者の各種目上位 2 位

の中から総合的に判断し選出する。 

  

① 世界ジュニア選手権大会派遣選考基準

難易度突破者を優先する。 

② シンクロ種目については個人で選考さ

れた選手の中から総合判断して選出す

る。 

選 手   8名以内 

コーチ   8名以内 

審  判     1名 

ドクター  1名 

・大学生は選考対象としない。 

・グループＡ/Ｂの高飛込における高さ制限は行わない。 

・演技構成は世界ジュニア選手権大会要項に準ずるものとする。 

・選考会は日本選手権競技第２・３日目終了後、各日に行う。 

・グループＡは日本選手権内選考希望者上位 6 名を対象とし、日本選手権自由選択飛び得点と選考会制

限選択飛び得点を合計する。 

・グループＡは世界ジュニア選手権大会の自由選択種目の種目数（男子 5種目、女子 4種目）に準じ 

 選考の対象とする種目を事前に申告する。 

・グループＢは日本選手権の参加資格を有する者とする。ただし日本選手権に出場しなくても飛板飛込、

高飛込共に選考対象とする。 

・グループＢ、飛板飛込（男子制限 5種目、自由 4種目・女子制限 5種目、自由 3種目） 
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       高 飛 込（男子制限 4種目、自由 4種目・女子制限 4種目、自由 3種目）  

       ※５つ以上の群より選択する。 

 

６．基準難易度（自由選択飛難易度合計） 

 

 

 

   

７．選考方法詳細 

  １）世界ジュニア選手権前回大会（2018ウクライナ）各種目上位８位までの平均得点 

（Ａ/Ｂとも制限選択・自由選択の合計得点）を基準点とし、各種目上位 2名の達成率を算出する。 

  ２）各グループ男女別で達成率の高い上位 1名を選出する。（4名確定） 

  ３）残りの選考対象選手で達成率ランキングをつけ、総合判断し選出する。（最大 4名確定） 

 

８．基準点 

   

 

９．その他 

  ・日本選手権に出場している選手の中で、選考を希望しない選手は監督者会議終了後 

30 分以内にジュニアナショナル担当まで辞退届を提出する。（様式は問わない） 

  ・日本選手権個人種目優勝者は世界ジュニア選手権の出場権を与える。（シード権） 

  ・選出された選手のエントリー種目は、ヘッドコーチが決定する。 

 

A B A B

554.80 445.60 442.00 372.40

516.20 448.90 414.50 340.90

男子 女子カテゴリー

３ｍ飛板飛込

高飛込

A B A B
（自由５種目） （自由４種目） （自由４種目） （自由３種目）

３ｍ 14.6 10.6 10.7 8.1
高飛込 15.0 10.7 11.2 8.4

男子 女子　　　　　　　　カテゴリ-

種目


